
追伸：面談中、たくさん勉強していると思います。今までで一番勉強をして、テストに備えましょう。 
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作文特集号 「学芸発表会」～５組～ 
 最後の学芸発表会から、もう２週間が経ちました。三者面談を経て、期末試験直前となりました。進路に

向けてやらねばならぬことが目白押しです。先生方にとっては超々忙しい毎日ですが、面談のない日は、３

年生にとって、家庭学習を充実させる良い時間となっているはずです。 

さて、本号から、新しい伝統となった学芸発表会にまつわる作文号となります。今回は５組の作文をご紹

介します。素敵な２作品を、どうぞお楽しみください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 

後 

の 

予 

定 
 

日 予   定 

10(月) 三者面談終 ５時間授業 進路希望調査配付 

11(火) 期末考査(社数美) 

12(水) 期末考査(理体技家) 

13(木) 期末考査(英国音)  席替え 

14(金) 
※月曜の②～④の授業+⑤総合「マナー講座」  

放：専門委員会 

３年５組 学級目標 

和 学 煌 星 
～目的地で輝くために～ 

「私の成長」 

 今年の学芸発表会でも実行委員を務めた。今年は３年生となり、下級生に教える立場になった。難し

さを感じながらも、みんなと協力して頑張ることができた。本番の日はドキドキでいっぱいだったが、

自分たちがつくった舞台がうまくいって、とても嬉しかった。練習の時、吹奏楽部の演奏の舞台照明を

やったことも思い出に残っている。上手くできなくて何回もやり直したけど、間違えた時はみんなで笑

った。それでもどうすれば上手くいくのかみんなで意見を出し合い、考えながら練習ができたため、良

い経験にすることができた。 

 終わったあと、先生に「１年生の時はできることが少なかったけど、３年生になってしっかりできて

いて立派だったね。」と言われた。少し恥ずかしい気持ちもあったが、とても嬉しかった。１年生の頃は

何も分からなくて、先輩に色々聞きながらやっていたのを思い出した。今では自分が下級生に教えられ

るようになって、成長できたなと思った。また、自分のことを見てくれている人がいたことも嬉しかっ

た。努力を見てくれている人が居ると思うと、もっと頑張ろうと思える。 

 学芸発表会を通して、みんなで協力することの大切さや自分の成長を見てくれている人へのありがた

さを感じた。これからもこの気持ちを忘れることなく、努力を重ねていきたい。 

 

保護者の皆様へ 

本日、「12月の三者面談の希望調査」と、「卒

業アルバム・受験写真購入についてのお知ら

せ」を配布しました。11 月の面談がまだ終わ

っていませんが、ご協力よろしくお願いいた

します。私立高校を希望する方で学校見学及

び個別相談が終っていない方は１１月中にお

済ませください。 

また、12 月１日（月）に受験写真を、２日

（火）に学年・クラス写真の撮影を予定してい

ます。休まないようにお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担任の先生から】 

 今回の学芸発表会は、3月に合唱コンクールを行うことになったため、規模を縮小しての実施になりまし

た。規模が縮小されるということで「学芸発表会を通じての学びが生徒にとってどれくらいあるのだろう。」

と考えていましたが、舞台発表の出来栄えの高さや展示物の華やかさに、個人の成長はもちろんそれぞれの

学年の成長を感じることができました。私は、学年の展示担当の生徒と 2週間活動をしましたが、自主性が

高く、自分から活動してくれる姿が本当に頼もしかったです。一番いいなと思ったのは、片付けをしっかり

頑張ってくれたことです。メインの仕事は楽しいけれど、片付けは楽しくはないと思います。それをみんな

で協力して声をかけあってやってくれました。さすがだなと感じました。来週には期末テストがあり、面接

練習も始まって、いよいよ本格的に受験モードになると思います。一人ではできないこと、大変なこともみ

んなでなら乗り越えられる。この学年の底力を発揮して頑張ろう。 

「作品を通して」 
 

 夏が終わり、秋の気配が濃くなった頃。私たちの大きな取り組みが始まった。それはこれま

で行ってきたペットボトルキャップでの作品制作だ。それが始まったのは、学芸発表会のちょ

うど２週間前のことだ。学芸発表会までに終わるか分からないほど時間を要する作業だ。僕た

ちは、楽しい時間を過ごしつつ作業を進めていった。学年全体の協力だけでなく、先生方のお

力を借り、無事に学芸発表会前に完成させることができた。それと同時に「ペットボトルキャ

ップ 10 万個を達成」という良い知らせを聞き、“10 万”という莫大な数の想像ができず、実

際に見てみた。すると想像よりも多くのペットボトルキャップがあり、驚きとともに、こんな

にも多くの人々が原爆による犠牲者になってしまったということが信じられなかった。 

 僕は、３年間の作品制作の集大成である鹿を作り終えることができ、達成感や嬉しさだけで

なく、より良い学びにつなげることができたと思っている。もちろん、鹿だけが素晴らしかっ

たというわけではない。どの発表も展示も個性が出ていたり、工夫がされていたりして観てい

て飽きることなく、間違いなくこの３年間で１番良いと思える学芸発表会だった。 

 このような素敵な思い出を一つでも多く残すために、一日一日を大切にしてけじめをつけて

過ごし、卒業式の時に良い３年間だったと思えるように残り 4か月半の学校生活を過ごしてい

きたいと思った。 


